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1.計画の概要 

1.1  計画策定の目的 

本市が管理する道路の延長は、令和６年３月現在で約 536kmあり、そのうち舗装道路は、

約 360km となっています。 

舗装道路の多くは、一般的な使用年数である 20 年を経過し、老朽化が進行しているこ

とから、日常の道路パトロールや、市民の皆様からの情報提供、定期的な舗装の点検（路

面性状調査）などにより舗装の損傷状況を把握し、その損傷状況などに応じて補修を行っ

ています。 

しかしながら、全ての舗装道路を補修するためには、相当の期間を要することから、都

市計画道路などの災害時にも道路の機能を発揮できるように、本市指定の緊急輸送道路を

中心に舗装の老朽化を抑制し、安全性と快適性を確保するとともに、維持管理コストの縮

減や平準化を図るため吉川市道路舗装修繕計画を策定するものです。 

 

1.2  本計画の位置付け 

本計画は、吉川市公共施設等総合管理計画に基づき、公共施設（インフラ施設系）のう

ち、道路の維持管理について方向性を示すもので、国の「インフラ長寿命化基本計画」で

要請されている個別施設計画になります。 

 

出典：吉川市公共施設等総合管理計画 

図 1-1 本計画の位置づけ 
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1.3  計画推進のためのメンテナンスサイクル 

吉川市道路舗装修繕計画は、舗装道路のメンテナンスサイクル：吉川市版（計画→措置

→記録→点検・診断→計画…）の実施計画として、「舗装の現状」、「舗装の維持管理の

基本的な考え方」、「修繕すべき優先路線」等を記載したもので、計画的かつ効率的な修

繕等の実施によって、道路舗装の長寿命化を図り、トータルコストの縮減・平準化の実現

を目指します。 

 

 

 

図 1-2 舗装道路のメンテナンスサイクル 

1.4  計画期間 

本計画の計画期間は、メンテナンスサイクル（計画、措置、記録、点検・診断）の運用

を考慮して路面性状調査の点検間隔である 5 年間とし、令和 7 年度から令和 11 年度まで

と設定します。 

  

個別施設計画（舗装）
（吉川市道路舗装修繕計画）

対策の実施（措置）
（修繕等の実施）

対策履歴等の記録
（修繕履歴の整備）

点検・診断
（点検の実施と記録の整備）
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2. 舗装の現状 

2.1  管理道路の延長 

本市が管理している道路の延長は、約 536kmです。 

管理道路のうち、舗装済みの道路は、356.5kmであり、舗装率 66％です。また、舗装道

路の種別は、アスファルト舗装が 348㎞、コンクリート舗装は 8.5kmとなっています。 

 

表 2-1 道路現況 

（単位：km） 

実延長 
舗装道 

未舗装道 
アスファルト舗装 コンクリート舗装 計 

536.0 348.0 8.5 356.5 179.5 

※令和 6年 4月 1日現在 

 

2.2  路面性状調査 

令和 6 年度に幹線道路と緊急輸送道路の他、補修を繰り返している路線等の 105 路線、

約 64km を対象に路面性状調査を実施しました。 

 

2.3  舗装の状態 

本市において路面性状調査を実施している路線での舗装現況は以下のとおりです。 

 ひび割れ率：健全度Ⅱ以上が約 22％を占め、ひび割れ率は比較的高い状態です 

 わだち掘れ量：ほとんどの区間で健全度Ⅰの 20mm未満です 

 平たん性（IRI）：健全度Ⅰ（3㎜/ｍ未満）が約 12％、健全度Ⅲ（8㎜/m以上）は約

12％を占めています 

 舗装の維持管理指数（MCI）：修繕が必要と判断される MCI 5以下の箇所が約 35％を占

め、そのうち早急に修繕が必要な MCI3以下の箇所が約 7％を占めています 

 

【補足】 

MCI（Maintenance Control Index：舗装の維持管理指数）とは、舗装の供用性を「ひび割れ

率」、「わだち掘れ量」及び「平たん性」という路面性状値により定量的に評価するものです。 

（修繕基準）MCI 5.1以上：健全な状態、MCI 5以下 3.1以上：修繕が必要 

MCI 3以下：早急に修繕が必要 

出典：舗装の維持修繕の計画に関する調査研究、第 35 回建設省技術研究報告（昭和 56 年度） 
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表 2-2 健全度の路面性状の範囲 

健全性の診断区分※1 
ひび割れ 

率 

わだち掘れ

量 

平たん性 
（IRI） 

舗装の維持 

管理指数

（MCI）※2 

Ⅰ 健全 20％未満 20mm未満 3mm/m未満 5.1以上 

Ⅱ 表層機能保持段階 

（要観察） 

20％以上 

40％未満 

20mm以上 

40mm未満 

3mm/m以上 

8mm/m未満 

5.0以下 

3.1以上 

Ⅲ 修繕段階 40％以上 40mm以上 8mm/m以上 3.0以下 

※1：舗装点検要領を参考に設定 
※2：舗装の維持管理指数（MCI）の健全度は MCI の修繕基準を参考に設定 
 

表 2-3 令和 6年度路面性状調査結果（測定項目毎の診断区分割合） 

測定項目 
診断区分Ⅰ 

（健全） 

診断区分Ⅱ 

（表層機能保持段階） 

診断区分Ⅲ 

（修繕段階） 

ひび割れ率 77.7% 15.0% 7.3% 

わだち掘れ 98.7% 1.3% 0.0% 

平たん性（IRI） 12.0% 76.0% 12.0% 

舗装の維持管理指数（MCI） 65.4% 28.1% 6.5% 
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3. 舗装の維持管理の基本的な考え方 

3.1  舗装管理の基本方針 

舗装の個別施設計画の策定にあたっては、診断結果を踏まえた適切な措置を行うことで、

道路舗装の長寿命化や舗装の維持修繕費のライフサイクルコスト縮減を目指します。 

 

3.2  管理道路の分類（グループ分け） 

管理道路の分類は「舗装点検要領 平成 28年 10月 国土交通省道路局」を参考に、以

下のとおり道路分類を設定しました。道路分類 B・C 路線の一覧表と道路分類図を次ペー

ジ以降に示します。 

表 3-1 道路分類の考え方 

道路分類 対象道路 延長(km) 

分類 B 大型車交通量の多い路線 
市道 1-101 号線、市道 1-316 号線、市道 1-399 号線、市道 2-397
号線、市道 3-220 号線 

6.6 

分類 C 路面性状調査を実施している路線のうち分類 B以外の路線 57.4 

分類 D 分類 B、C以外の路線 472.0 
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表 3-2 道路分類（分類 B・C路線一覧） 

No. 
道路 
分類 

路線名 
延長 
(m) 

代表幅員 
(m) 

車道面積 
 (㎡) 

 
No. 

道路 
分類 

路線名 
延長 
(m) 

代表幅員 
(m) 

車道面積 
 (㎡) 

1 分類 B  1-101 号線 40 9.9 395 54 分類 C  2-221 号線 913 8.5 7,738 

2 分類 B 1-316 号線 1,336 8.6 11,446 55 分類 C  2-252 号線 742 6.1 4,528 

3 分類 B 1-399 号線 18 8.4 154 56 分類 C  2-307 号線 719 7.5 5,390 

4 分類 B 2-397 号線 2,921 7.1 20,858 57 分類 C  2-310 号線 724 7.3 5,298 

5 分類 B 3-220 号線 2,263 6.5 14,663 58 分類 C  2-311 号線 431 6.9 2,954 

6 分類 C  1-102 号線 1,185 5.9 7,012 59 分類 C  2-315 号線 637 6.0 3,832 

7 分類 C  1-103 号線 124 6.4 795 60 分類 C  2-324 号線 689 6.1 4,190 

8 分類 C  1-104 号線 411 2.6 1,069 61 分類 C  2-325 号線 635 5.8 3,707 

9 分類 C  1-105 号線 438 4.5 1,960 62 分類 C  2-327 号線 279 5.3 1,486 

10 分類 C  1-108 号線 1,356 4.0 5,465 63 分類 C  2-328 号線 494 6.1 3,001 

11 分類 C  1-109 号線 650 4.0 2,585 64 分類 C  2-329 号線 312 6.3 1,955 

12 分類 C  1-110 号線 666 2.4 1,566 65 分類 C  2-330 号線 309 5.3 1,637 

13 分類 C  1-111 号線 804 4.4 3,520 66 分類 C  2-331 号線 288 5.8 1,657 

14 分類 C  1-113 号線 425 5.4 2,307 67 分類 C  2-332 号線 552 5.3 2,918 

15 分類 C  1-114 号線 484 4.3 2,063 68 分類 C  2-335 号線 638 5.0 3,203 

16 分類 C  1-115 号線 271 2.6 714 69 分類 C  2-336 号線 193 5.4 1,042 

17 分類 C  1-116 号線 1,065 4.4 4,654 70 分類 C  2-337 号線 501 4.6 2,301 

18 分類 C  1-117 号線 904 4.2 3,752 71 分類 C  2-342 号線 256 5.1 1,307 

19 分類 C  1-118 号線 885 6.7 5,905 72 分類 C  2-344 号線 144 5.1 734 

20 分類 C  1-119 号線 905 6.5 5,910 73 分類 C  2-345 号線 134 6.5 866 

21 分類 C  1-120 号線 364 5.1 1,860 74 分類 C  2-346 号線 385 3.8 1,445 

22 分類 C  1-214 号線 243 10.5 2,555 75 分類 C  2-352 号線 405 6.1 2,481 

23 分類 C  1-461 号線 1,034 5.5 5,728 76 分類 C  2-358 号線 249 6.7 1,664 

24 分類 C  2-101 号線 1,384 12.1 16,797 77 分類 C  2-370 号線 254 6.4 1,635 

25 分類 C  2-102 号線 1,467 8.7 12,701 78 分類 C  2-371 号線 283 7.0 1,965 

26 分類 C  2-103 号線 367 9.2 3,385 79 分類 C  2-387 号線 338 5.5 1,864 

27 分類 C  2-104 号線 648 5.6 3,638 80 分類 C  2-389 号線 547 5.0 2,750 

28 分類 C  2-105 号線 881 4.4 3,903 81 分類 C  2-433 号線 216 7.0 1,506 

29 分類 C  2-107 号線 313 5.5 1,708 82 分類 C  2-453 号線 380 4.2 1,597 

30 分類 C  2-108 号線 960 5.7 5,461 83 分類 C  2-463 号線 308 4.3 1,326 

31 分類 C  2-109 号線 179 5.2 923 84 分類 C  2-480 号線 106 6.1 646 

32 分類 C  2-111 号線 805 4.7 3,749 85 分類 C  2-483 号線 104 7.0 733 

33 分類 C  2-112 号線 442 9.3 4,111 86 分類 C  2-718 号線 268 7.2 1,916 

34 分類 C  2-115 号線 1,882 8.0 15,055 87 分類 C  3-101 号線 290 2.9 848 

35 分類 C  2-120 号線 780 5.2 4,072 88 分類 C  3-102 号線 693 5.8 4,028 

36 分類 C  2-122 号線 1,001 7.4 7,370 89 分類 C  3-103 号線 926 5.7 5,286 

37 分類 C  2-123 号線 1,100 7.1 7,796 90 分類 C  3-104 号線 266 4.4 1,162 

38 分類 C  2-124 号線 783 7.5 5,870 91 分類 C  3-105 号線 587 5.1 3,011 

39 分類 C  2-201 号線 664 6.1 4,032 92 分類 C  3-106 号線 810 4.7 3,799 

40 分類 C  2-202 号線 834 6.3 5,222 93 分類 C  3-207 号線 960 5.2 5,030 

41 分類 C  2-203 号線 1,163 6.2 7,165 94 分類 C  3-212 号線 942 4.8 4,533 

42 分類 C  2-204 号線 393 6.0 2,351 95 分類 C  3-214 号線 682 4.0 2,692 

43 分類 C  2-205 号線 728 5.1 3,705 96 分類 C  3-216 号線 764 4.8 3,691 

44 分類 C  2-207 号線 675 8.5 5,753 97 分類 C  3-309 号線 360 6.4 2,294 

45 分類 C  2-208 号線 439 6.0 2,644 98 分類 C  3-353 号線 454 6.7 3,034 

46 分類 C  2-209 号線 120 13.4 1,608 99 分類 C  3-354 号線 288 6.8 1,946 

47 分類 C  2-210 号線 962 5.5 5,311 100 分類 C  3-366 号線 571 4.6 2,628 

48 分類 C  2-211 号線 390 11.2 4,354 101 分類 C  2-1088 号線 134 12.1 1,617 

49 分類 C  2-212 号線 425 10.1 4,279 102 分類 C  2-1140 号線 78 10.7 842 

50 分類 C  2-217 号線 1,424 8.3 11,878 103 分類 C  2-1141 号線 77 9.3 712 

51 分類 C  2-218 号線 230 5.7 1,306 104 分類 C  2-1777 号線 160 12.1 1,933 

52 分類 C  2-219 号線 388 5.0 1,943 105 分類 C  2-1817 号線 442 7.0 3,112 

53 分類 C  2-220 号線 462 8.0 3,692 延長 計 63,993 面積 計 402,193 
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図 3-1 道路分類図 
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3.3  管理基準 

管理指標は、「舗装点検要領 平成 28年 10月 国土交通省道路局」に準拠し、路面性

状調査において収集する３指標（ひび割れ率、わだち掘れ量、平たん性）を総合的に評価

する舗装の維持管理指数（MCI）を用いることとします。 

修繕基準である管理基準値は MCI3以下に設定します。 

 

表 3-3 管理基準値 

健全性の診断区分 損傷 分類 B・C 

区分Ⅰ（健全） 小 5.1以上 

区分Ⅱ（表層機能保持段階） 中 3.1以上 5以下 

区分Ⅲ（修繕段階） 大 3以下 

 

3.4  点検方法・点検頻度 

（１）点検方法 

交通需要の高い分類 B路線、交通需要は低いが舗装劣化は比較的早い分類 C路線は、走

行しながら損傷状況を定量的に計ることができる路面性状調査を実施し、一方で交通量が

少ないため損傷の進行が遅いと考えられる分類 D路線は、日常点検（日常パトロール）の

実施をしていきます。 

 

表 3-4 路面性状測定の測定方法 

測定項目 測定方法【舗装調査・試験法便覧】 摘 要 
ひび割れ S029 舗装路面のひび割れ測定方法  

(2) 路面性状測定車による方法 

i)線撮影方式 

対象車線全面を連続測定 

わだち掘れ S030 舗装路面のわだち掘れ測定方法 

(4) 路面性状測定車による方法 

ⅲ) 複数のレーザ変位計によりセンサ

と路面間距離を計測する方式 

対象車線全幅を対象として、道路延長

方向に 20m間隔で測定 

平たん性 

（IRI） 

S028 舗装路面の平たん性測定方法 

(3)路面性状測定車による方法 

対象車線の外側わだち部について道

路延長方向、1.5m間隔で測定 

以下の換算式を用いて IRIを算定する 

IRI＝1.33×σ+0.24 

ここで、σ：平たん性（mm） 

舗装の維持 

管理指数

（MCI） 

「ひび割れ率」、「わだち掘れ量」及び「平たん性」という路面性状値により定量

的に評価する舗装の維持管理指数（MCI）を算定する 
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（２）点検頻度 

「舗装点検要領 平成 28年 10月 国土交通省道路局」を踏まえ、定期点検の実施間隔

は路面性状の経年的な変化を把握するため、当面、分類 B路線は 5年以内ごと、分類 C路

線は 5～10年以内ごとに実施します。 

 

表 3-5 路線分類と調査方法・調査間隔 

道路分類 調査方法 路面性状調査間隔 

分類 B路線 定期点検（専用車による点検） 

日常点検（職員による点検） 

5年以内に１回 

分類 C路線 定期点検（専用車による点検） 

日常点検（職員による点検） 

5～10年以内に１回 

分類 D路線 日常点検（職員による点検）  

 

3.5  使用目標年数 

分類 B の路線と分類 C、分類 D の路線では、交通量が異なり、路面損傷の劣化進行が異

なると想定されるため、使用目標年数は区分して設定しています。 

本市が管理する市道の多くは設計期間 10 年の舗装としているため、舗装の設計期間を

踏まえて、分類 B 路線の使用目標年数は 10 年とします。また、交通量が少なく、劣化進

行の遅いことが想定される分類 C、分類 Dの路線は、埼玉県の「道路設計の手引き 道路編 

令和 2年 3月 埼玉県県土整備部」における舗装の設計期間（20年）を参考として、使用

目標年数は 20年とします。 
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4. 修繕すべき優先路線 

4.1  優先順位 

対策の優先順位は、舗装の損傷状況や劣化傾向および道路特性等から評価項目を設定し、

項目の重要度に応じて評価を行い、決定しています。 

 

表 4-1 評価項目 

項目 内容 
舗装の損傷状況 舗装の損傷状況が大きい路線やブロックは修繕の優先度が高い 

舗装の劣化傾向 舗装の劣化速度が大きい路線やブロックは修繕の優先度が高い 

道路のネット 

ワーク性 

都市計画道路の幹線道路（主要幹線道路・幹線道路・補助幹線道路）に

位置付けられる路線は、本市と周辺都市間、各拠点間を結び、物流車両

をはじめとした広域交通が利用するなど、交通需要が多いことから、優

先度が高い 

緊急輸送道路 緊急輸送道路は災害発生直後の救援物資を輸送するための重要な道路

であり、安全で円滑な輸送ができるように、対象路線は修繕の優先度が

高い 

人口集中地区 

（DID） 

DIDは、沿道に家屋や店舗が連担し、自動車の出入りが多い（交通需要

が多い）と考えられることから、DIDに該当する路線（区間）は、修繕

の優先度が高い 

工業地域 市内の工業地域（工業専用地域、工業地域）内の道路は、大型車などの

交通需要が多いと考えられることから、工業地域に該当する路線（区

間）は、修繕の優先度が高い 

バス路線 路線バスは地域の重要な公共交通であり、住民が快適に利用できるよ

うに、バスが運行されている路線は修繕の優先度が高い 

日常管理・ 

緊急性等 

日常管理における路面の損傷状況や、事故の発生状況などを考慮し、緊

急性の高い路線は修繕の優先度が高い 
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4.2  対策内容 

路面性状調査結果をもとに、令和 7 年度から 5 年間を目標に優先して修繕を行う 33 路

線を下表に示します。なお、舗装の修繕工事については、緊急性、地域バランス、財源を

踏まえ、各年度の予算の範囲内で実施します。 

 

表 4-2 優先して修繕を行う路線一覧 

No. 路線名 
延長 
(m) 

代表幅員 
(m) 

 No. 路線名 
延長 
(m) 

代表幅員 
(m) 

1 1-102 号線 320 5.9 18 2-315 号線 100 6.0 

2 1-104 号線 200 2.6 19 2-327 号線 100 5.3 

3 1-108 号線 600 4.0 20 2-335 号線 220 5.0 

4 1-114 号線 180 4.3 21 2-345 号線 133 6.5 

5 1-116 号線 220 4.4 22 2-371 号線 260 7.0 

6 1-118 号線 120 6.7 23 2-433 号線 160 7.0 

7 1-461 号線 740 5.5 24 2-718 号線 200 7.2 

8 2-101 号線 640 12.1 25 2-1088 号線 138 12.1 

9 2-107 号線 160 5.5 26 3-102 号線 240 5.8 

10 2-111 号線 160 4.7 27 3-103 号線 600 5.7 

11 2-120 号線 180 5.2 28 3-105 号線 320 5.1 

12 2-123 号線 92 7.1 29 3-214 号線 460 4.0 

13 2-202 号線 100 6.3 30 3-216 号線 200 4.8 

14 2-203 号線 300 6.2 31 3-309 号線 360 6.4 

15 2-210 号線 180 5.5 32 3-354 号線 87 6.8 

16 2-212 号線 120 10.1 33 3-366 号線 340 4.6 

17 2-221 号線 100 8.5     

※路線番号順 

 

4.3  路線位置図 

優先して修繕を行う路線位置図を次ページに示します。 
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図 4-1 優先して修繕を行う路線位置図 
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優先して修繕を行う路線位置図 

出典：基盤地図情報 （国土交通省 国土地理院） 
URL： https://fgd.gsi.go.jp/download/index.html 
基盤地図情報（基本項目）に市道を追記して掲載 

㉚
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号
線
 

㉕2-1088 号線 
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-
21
2
号
線
 

⑪2-120 号線 
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